
執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
・
敬
称
略
）

齋
藤
智
寛

東
北
大
学
大
学
院
教
授

前
島
信
也

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
日
本
古
写
経
研
究
所
主
任
研
究
員

万
波
寿
子

鶴
見
大
学
専
任
講
師

編
集
後
記

『日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
九
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。

本
号
で
は
二
〇
二
二
年
度
第
二
回
公
開
講
座
に
ご
発
表
頂

き
ま
し
た
万
波
寿
子
先
生
と
齊
藤
智
寛
先
生
か
ら
の
ご
寄
稿
、

そ
し
て
主
任
研
究
員
・
前
島
の
投
稿
の
計
三
本
を
掲
載
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
成
果
報
告
と
し
て
、
大
谷
大
学
附
属
図
書
館
と
七

寺
所
蔵
の
『
仏
説
毘
沙
門
天
王
秘
密
蔵
王
呪
経
』
の
翻
刻
・

対
校
・
訓
読
を
掲
載
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
七
寺
一
切
経
書

誌
情
報
一
覧
（
六
）
と
し
て
、
七
寺
一
切
経
（
仮
十
一
箱
）

の
書
誌
情
報
を
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
善
本
叢
刊
第
十
一
輯
と
し
て
『
国
宝

金
剛
場
陀
羅
尼
経
』
も
発
刊
い
た
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
ご

参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
生

方
、
並
び
に
編
集
実
務
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
編
集
委
員
の

先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
前
島
信
也
記
)



日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長

落
合
俊
典

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授

編
集
委
員

デ
レ
ア
ヌ
フ
ロ
リ
ン

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授

編
集
委
員

藤
井
教
公

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
教
授

編
集
担
当

前
島
信
也

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置

日
本
古
写
経
研
究
所
主
任
研
究
員

令
和
六
年
三
月
一
日

発
行

日
本
古
写
経
研
究
所
研
究
紀
要

第
九
号

発
行
者

落
合
俊
典

発
行
所

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
附
置
日
本
古
写
経
研
究
所

〒
一
一
二
袞
〇
〇
〇
三

東
京
都
文
京
区
春
日
二
袞
八
袞
九

印
刷
所

株
式
会
社

三
陽
社

〒
一
七
五
袞
〇
〇
八
二

東
京
都
板
橋
区
高
島
平
九
袞
十
三
袞
七




